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事 業 計 画 の 概 要  

 

１. 募金活動 

   経済界、医業界の理解と関連学会、諸団体および一般の方々の協力を得て事業

活動費１２０，０００千円の募金を行う。 

 

２. 賛助会員の増強 

   引続き会員のキャンペーンを行う。 

   会費収入４０,０００千円を見込む。 

 

３.事業 

（１）助成事業 

   研究機関・研究グループの研究調査、学会・研究会、患者諸団体に対し、総額 

９５，０００千円の助成を行う。 

（ａ）研究助成   ８５，０００千円 

（ｂ）学会助成   １０，０００千円 

 

（２）公募助成事業 

ＣＫＤ（慢性腎臓病）病態に関する研究を行なう研究者に対し、総額５，０００千円 

の助成を行う。 

 

（３）調査研究事業 

  国際共同研究 Worldwide-DOPPSの一部として、日本における血液透析の治療方法

と患者さんの予後についての調査研究（J－DOPPS第８期調査）を行う。 

本調査研究のため参加施設から血液透析患者さんのデ－タの収集を行い、データ

を使用した論文の発表および公募による論文化の支援を行う。 

 

（４）透析療法従事職員研修事業 

  ２０２５年８月１日～１０月３１日、インターネットを使用したオンデマンド配

信において医師、看護師、臨床工学技士、臨床検査技師、衛生検査技師、栄養士、

薬剤師、理学療法士を対象に集中講義を行い、引き続き２０２６年３月末日までに

全国１７３の実習指定施設において、医師は３５時間、看護師、臨床工学技士は 

７０時間から１４０時間の実習を行う。 

 

（５）雑誌発行事業 

 （ａ）雑誌「腎不全を生きる」編集委員会を開催し、第７２、７３巻を発行する。 

 （ｂ）雑誌「腎臓」編集委員会を開催し、第４８巻を発行する。 

 

（６）褒賞事業 

  ２０２５年度日本腎臓財団賞、学術賞、功労賞の受賞者表彰を行い、受賞者座談会

を開催してその記録をまとめる。また、２０２６年度受賞者の選考を行う。 
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（７）ＣＫＤ（慢性腎臓病）対策推進事業 

  ＣＫＤ予防の大切さを一般の方に広くご理解いただくため、下記の活動を行う。 

（ａ）市民健康セミナーの開催 

（ｂ）ＣＫＤに関する資料、冊子等の作成 

 

（８）令和７年度臓器移植普及推進月間行事 

  ２０２５年１０月、厚生労働省などが主催する臓器移植普及推進月間行事に協

力する。 






